
坂坂川川広域河川改修広域河川改修事業事業（千葉県）（千葉県）

事業再評価事業再評価

平成平成2121年年11月月2323日日

江戸川左岸圏域流域懇談会事務局江戸川左岸圏域流域懇談会事務局

１

時間とともに変化する社会ニーズ時間とともに変化する社会ニーズに対してに対して

49年経過

事業開始 前回 今回 完了予定

①① 事業採択後事業採択後５５年年をを経過して未着工経過して未着工

②② 事業採択後事業採択後1010年年をを経過して継続中経過して継続中

③③ 再評価実施後再評価実施後５５年年をを経過した事業経過した事業

[[対対 象象]]

５年毎 ５年毎

坂川事業化

S30 H15 H20 H40

整備期間：20年間

２

再評価の手順再評価の手順

視点１：事業の必要性視点１：事業の必要性

①① 事業を巡る社会情勢等の変化事業を巡る社会情勢等の変化

②② 事業の進捗状況事業の進捗状況

③③ 事業の投資効果事業の投資効果

視点２：事業の進捗の見込み視点２：事業の進捗の見込み

視点３：コスト縮減や代替案立案の可能性視点３：コスト縮減や代替案立案の可能性

流
域
懇
談
会

対応方針（案）を提示対応方針（案）を提示

流域懇談会で審議、対応方針を決定流域懇談会で審議、対応方針を決定

事
務
局

３

坂坂川流域川流域のの位置および事業対象区間位置および事業対象区間

事業対象区間

事業対象区間

国
道

国
道

66
号号

長
津

川

赤圦樋門～
赤圦樋門～国道国道66号号

L=L=約約3600m
3600m

赤圦樋門～長津川

赤圦樋門～長津川

L=L=約約1860m
1860m

赤
圦
樋

赤
圦
樋
門門

坂川中流
坂川中流工区工区

坂川流域坂川流域

事業再評価の対象区間事業再評価の対象区間

新坂川
新坂川工区工区

新
坂

川
坂

川

L=L=約約5460m
5460m

４

坂坂川川流域流域のの治水安全度治水安全度
((現況流下能力と計画流量との比較現況流下能力と計画流量との比較) ) --新坂川工区新坂川工区--

　赤圦～二ツ木都市下水路間現況流下能力と1/50計画流量配分
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1/50計画流量

測点(№.0)  　　                (№10)                       (№20)               　    (№30)　　                 (№40)                      (№50)

＜赤圦樋管→現況樋管＞

＜新坂川工区＞

135m3/s
125m3/s

100m3/s

25m3/s

赤圦樋門は現況として評価

事業対象区間

現況

計画

５

坂坂川川流域流域のの治水安全度治水安全度
((現況流下能力と計画流量との比較現況流下能力と計画流量との比較) ) --坂川中流工区坂川中流工区--

赤圦～国道６号付近地点現況流下能力と1/50計画流量配分
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計画HWL評価

1/50計画流量

測点(№0)                               (№50)                                (№100)                             (№150)                     (№190)

＜赤圦樋管→現況樋管＞

＜坂川中流工区＞

25m3/s

60m3/s

事業対象区間

赤圦樋門は現況として評価

現況計画

６



坂坂川の現状川の現状

赤圦樋門
赤圦樋門

７

新坂川工区 坂川中流工区

坂坂川の現状川の現状

８

坂川流域の「浸水被害」のメカニズム坂坂川川流域流域のの「「浸水浸水被害」のメカニズム被害」のメカニズム

降降 雨雨

坂坂 川川

堤防から溢水し、背後地に水が湛水する堤防から溢水し、背後地に水が湛水する

家屋・事業所等への湛水被害が
生じる。→被害額が発生。

① 坂川流域の雨水は坂川に流入 ⇒ 坂川の水位上昇

② 坂川水位が堤防高より上昇 ⇒ 堤防から溢水し、地盤の低い地域か

ら家屋・事業所などが浸水する

① 坂川流域の雨水は坂川に流入 ⇒ 坂川の水位上昇

② 坂川水位が堤防高より上昇 ⇒ 堤防から溢水し、地盤の低い地域か

ら家屋・事業所などが浸水する

９

坂川流域における浸水の現状坂川流域における浸水の現状
浸水想定区域図浸水想定区域図 W=1/50W=1/50規模規模(81mm/hr)(81mm/hr)

◆◆ 想定浸水区域想定浸水区域 171171haha

◆◆ 被災家屋棟数被災家屋棟数 22,,289289戸戸

新坂川
新坂川工区工区

【【事業対象区間

事業対象区間】】
坂川中流

坂川中流工区工区

国
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号

赤
圦
樋

赤
圦
樋
門門

１０

浸水解消に向けた事業の内容浸水解消に向けた事業の内容
■■ 赤圦赤圦樋樋門門の改築の改築

■■ 樋門接続部の河道改修樋門接続部の河道改修

■■ 川底の掘削川底の掘削

＜＜No.30No.30地点＞地点＞

新坂川新坂川工区工区（（ 赤圦赤圦樋門樋門～長津川～長津川 ））

坂川中流坂川中流工区工区（（ 赤圦赤圦樋門樋門～国道～国道66号号 ))
＜＜No.40No.40地点＞地点＞

流下能力の向上流下能力の向上

約20m3m 3m

0.6m

約4m

約16m

H.W.L

4.5m 4.5m

H.W.L

現況

現況

１１

事業の投資効果事業の投資効果

B/C  > 1.0

総費用Ｃ

（Cost）
総便益Ｂ

（Benefit）
効果あり

便益には、様々な便益が想定
されるものの、治水事業におい
ては、あくまでも被害防止便益
のみを便益として乗せる

建設コストや維持管理費の合
計を費用として乗せる

１２



事業実施事業実施に伴う浸水解消に伴う浸水解消効果効果
坂坂川浸水想定区域図川浸水想定区域図 W=1/50W=1/50規模規模(81mm/hr)(81mm/hr)

改修により浸水が解消される。改修により浸水が解消される。

国
道

6
号

新坂川
新坂川工区工区

【【事業対象区間

事業対象区間】】
坂川中流

坂川中流工区工区

◆◆ 想定浸水区域想定浸水区域 171171haha

◆◆ 被災家屋棟数被災家屋棟数 22,,289289戸戸

１３

費用と便益費用と便益

浸水被害の解消浸水被害の解消 （時間雨量（時間雨量8181mmmmのの降雨降雨に対する浸水被害の解消。に対する浸水被害の解消。））

◆◆ 浸水面積浸水面積 171 ha171 ha

◆◆ 浸水家屋棟数浸水家屋棟数 2,289 2,289 戸戸

総便益（総便益（BB））1,1,721721億円億円

今後の今後の建設費建設費 8888億円億円

総費用（総費用（CC）） 9898億円億円

事業実施中及び事業完了後事業実施中及び事業完了後5050年間にわたる年間にわたる

維持管理費維持管理費 1010億円億円

被害防止便益被害防止便益 1,696億円億円

護岸及び用地の護岸及び用地の残存価値等残存価値等 25億円億円

１４

B/C = 17.7 > 1.0

総費用Ｃ

（Cost）
98億円総便益Ｂ

（Benefit）

1721億円

効果あり

投資効果Ｂ／Ｃ投資効果Ｂ／Ｃ

BB／／CC＝＝17.717.7

平成２０年度へ現在価値化した総便益と総費用

事業の実施により、投資費用の概ね事業の実施により、投資費用の概ね117.7.77倍の利益が見込める。倍の利益が見込める。

１５

事業継続の必要性事業継続の必要性
視点視点１１：：事業の必要性事業の必要性

①① 社会経済情勢等社会経済情勢等
・・ 浸水想定区域内は、依然として市街化率は高く、また工場が浸水想定区域内は、依然として市街化率は高く、また工場が林立林立するするなな

どど経済活動が盛ん経済活動が盛ん

・・ 大型台風の頻発や、大型台風の頻発や、いわゆる「ゲリラ降雨」といった、突発的、局地的ないわゆる「ゲリラ降雨」といった、突発的、局地的な
大雨の発生が懸念される大雨の発生が懸念される

②② 事業の投資効果事業の投資効果
・・ 費用対効果費用対効果 B/C = 1B/C = 17.7.77 >> 11

・・ 時間雨量時間雨量8181mm/hrmm/hr（（1/1/5050規模規模））を含めたこれ以下を含めたこれ以下のの浸水被害の解消浸水被害の解消

視点２：視点２：事業進捗事業進捗状況および状況および見込み見込み

・・ 事業進捗率事業進捗率 = 52.4= 52.4％％

((実施済事業費実施済事業費136.4136.4億円億円 / / 全体事業費全体事業費260.0260.0億円億円))

・・ 工事は休止中工事は休止中

視点視点３３：：コスト縮減や代替案コスト縮減や代替案の可能性の可能性

・・ 赤圦樋門の改築赤圦樋門の改築・接続部の河道改修・接続部の河道改修計画において考慮計画において考慮

⇒⇒ 事業を事業を「継続」「継続」し、早期に事業完了を図るし、早期に事業完了を図る。。 １６

赤圦樋門

今後の課題今後の課題

１７

おわり

１８

ご審議よろしくお願いしますご審議よろしくお願いします



様式３ 
再評価実施事業調査表 

番号 ２ 事業名 
広域河川改修(基幹)

事業 
路線又は箇所名等 （一）坂川(新坂川・中流部)

事業所管課 河川整備課 事業主体 千葉県 

事業化 

年 度 
昭和 30 年 

用地着手

年  度
昭和30年 

工事着手

年  度
昭和 30 年

再評価の 

理  由 
第３の４ 

費用便益比 

Ｂ／Ｃ 
17.7 総費用 C 97.4億円 総便益 B

1,720.9 

億円 

 

基準年 

 

平成 20 年 

 
事業概要 
（目的） 

流域の都市化に伴う流出増に対処すべく、河道改修による治水対策を講じて松戸市街地を中心
とする沿川地域の洪水の防御を行う。 

また、事業対象区間は、松戸市街地を貫流していることもあり、溢水、氾濫が発生した場合に
は甚大な浸水被害の発生が考えられ、早急に河川改修を実施する必要がある。 
（主な実施内容） 
・掘削      84,000m3         ・用地    24,047m2 

・護岸      10,986m         ・ほか道路橋、堰など 

事業の進捗状況（広域基幹河川改修事業のみを対象） 

社会経済情勢等 

①流域状況 

 坂川(新坂川・中流部)は、坂川流域の東側に位置する流域面積約 12.8km2の一級河川であり、江

戸川への排水は赤圦樋門より排水されている。本業区間一帯は家屋等が集中している松戸市街地

を貫流しているため、今後益々都市化が進むものと思われることから、被害ダメージの増大が懸

念される。 

②事業の実施 

 河川改修においては流域の都市化が著しい現在、現用地内での改修を基本とし、現堤防内で計

画規模の流量を安全に流下できる計画とする。 

 また、当該事業が完成することにより、昭和 33 年の既往最大流量を安全に流下させることが可

能となり、松戸市街地を中心とする沿川地域の住民及び多大な資産を洪水被害から守ることがで

きる。 

③主な水害状況（坂川水系全体） 

・昭和 33 年 9 月 (狩野川台風 ) ・昭和 57 年 9 月 (台風 8 号 )・平成 3 年 9 月 (台風 8 号 ) 

浸水家屋 1803 戸        浸水家屋 1,750 戸       浸水家屋 1,744 戸  

浸水面積 885 ha       浸水面積  635 ha       浸水面積  287 ha 

④投資効果 

 ・浸水戸数：2,289 戸   ・浸水面積：171ha 

⑤その他 

（関連事業） 

坂川再生事業    L=950m H9～ 

対応方針（案）   事業継続とする。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広域河川改修(基幹)事業 5,460m 

坂川河川再生事業対象区間 L=950m

広域河川改修(基幹)事業２ 
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